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平成2 0年度の血液製剤の安定供給に関する計画を.定めることについて,安全な血液

製剤の安定供給の確保等に関する捷律く昭和3 1年法律第.116 0朝第2 5条第5項の規

定に基づき,貴会の意見を求めますo



平成2 0年度の血液製剤の安定供給に関する計画く需給計画,く案1

F

平成J 年 月

厚生労働省告示第
呈
j

.本計画は,安全な血液製剤の安定供給甲確保等に関する法律く以下卜軌
というol第3条に規定する基本理念に基づき,血液製剤 く法第2 5条第1

項に規定する血液製剤をいうoL以下同じo1の安定供給を確保することを目
的とするものであるo
これにより,血液製剤の需要と供給等の動向を把握し,本計画に沿った製

造,輸A.等が行われることを確実なものとするとともに,供給等の実績をき
め細かく把握し,適時,適切に対応できる体制を構築するものとするo
なお,本計画において,次の各号た掲げる血液製剤は.,それぞれ当該各号
に定めるものとするo

1アルブミン 加熱人血衆たん臥人血清アルブミン及び遣伝子組換え
型人血晴アルブ主ン

2 p組織接着剤 フイブリノゲン加第xIIl因子及びフイブリノゲン配合剤
3 血液凝固第VuI因子 乾燥濃縮人血液凝固第vII因子及び遺伝子組換え型

血液凝固第vlu因子

4 乾燥濃縮人血液凝固第K因子 乾燥人血液凝固第江因子複合体く国内

で製準されるものに限るoJ及び乾燥濃縮人血液凝固第IX因子

5.インヒゼタ-製卿 乾燥人血液凝固第IX因子複合体く輸入されるもの
に限るol,活性化プロトロンビン複合体,乾燥人血液凝固因子抗体迂回
活性複合体及び遺伝子組換え活性型血液凝固第Vq因子

6 トロンビン トロンビン く人由来のものに限るol ,

L7 人免疫グロブリン 人免疫グロブリンl乾燥イオン交換樹脂処理人免
疫グロ-7tリン,乾燥スルホ化人免疫グロブリン, pH4処潅酸性人免疫グ

Tjブリン,乾燥pH4処理人免疫グロブリン,乾燥ペプシン処理人免疫グ
ロブリン,ポリエチレングリコ-ル処理人免疫グ占ブリン及び乾燥ポリ
ェチレングリコ-ル処理人免疫グロブilpン

8 抗HBs人免疫グロブリンJ.玩HBs人免疫グロブリンい乾燥抗HB

s人免疫グロプリン,ボ.リェチL,ングリコTル処理抗HB s人免疫グロ

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコ-ノL,処理抗HB s人免疫グロブリン
9 抗破傷風人免疫グロプリン 抗破傷風人免疫グロブリン,乾燥抗破傷
.風人免疫グロブリン1ポリェチレングリコ-ル処理抗破傷風人免疫グロ
ブリン及び乾燥東リエチレングリコ-ル処理抗破傷風人免疫グロブリン



第1 平成20年度に必要と見込まれる血液製剤の種短及び量

平成2 0年度において必要と見込まれる血液製剤の種類及び量は-血液製
剤の製造販売業者等 く製造販売業者及び製造業者をb-うo以下同じDlにお

.ける供給見込量等を基に別表第1のとおりとする.

第2 平成2 0年度に国内において製造され.又は輸入されるべき血液製剤の
種類及び量の目標

第1及び血液製剤の製造販売業者等における血液製剤の製造又は輸入の見
込量を踏まえ,平成2 0年度に国内におし1て製造され,又は輸入されるべき

血液製剤の種類及び量の目標は,別表第2のとおりとする.

第3 平成2 0年度に確保されるべき原料血渠の量の目標

第2を踏まえ,平成2.0年度に確保されるべき原料血衆の量の目標は1
100万リットルとするo

第4.平成2 0年度に原料血渠から製造されるべき血液製剤の種類及び量の目
標

平成2 0年度に原料血寮から製造されるべき血液製剤の種類及び量の目標
は1別表第3のとおりとするo

第5 その他原料血渠の有効利用に関する重要事項

-1 原料血渠の配分

倫理性,国際的公平性等の観点に立脚し1国内で使用される血液製剤が,
原則として国内で採取された血液を原料として製造されl海外の血痕に依
存しなくても済む体制を構築すべきであるム このため,国内で採敢された

血液を有効に利用し-第4の種類及び量の血液製剤の製造等により,その
血液が血液製剤と.して安定的に供給されるよう,採血事業者が原料血衆を
血液製剤の製造販売業者等に配分する際の標準価格及tF配分量を次のとお
り規定する.



1 原料血衆の標準価格は,くIlからく51までに掲げる原料血衆の種類ご

とに- それぞれくりからく5Jまでに定めるとおりとするo

り

2J

3J

41

5J

凝固因子製剤用
その他の分画用
P工l+Hペ-スト

PrV-1ペ-スト

PTV-4ペ-スト

13, 010
1 1, 87.0

50, 060
15, 050
1 5. 750

円ノt-

円ノL
円ノk g

円ノkg

円ノk g

2 血車夜製剤の製造販売業者等に配分する原料血紫の種類ごとの見込量
は,それぞれく1うからく3ほでに定めるとおりとするo

くり財団法人化学及血晴療法研究所
イ 凝固因子製剤用
ロ その他の分画用

く2J日本製薬株式会杜
イ その他の分画用

Jロ,
PH+IIIペ-スト

く3J株式会社ベネシス
イ 凝固因子製剤用
ロ その他の分画用
ハ PIV-1ペ-スト

23万L

6万L

20万L

6万L相当

0, 4万L

26. 6万L

17万L相当

く注1

1ト凝固因子製剤用Jとは.採血後6時間以内又古ま8時間以内に
凍結させた原料血衆であって,血液凝固第vn因子を含むすべての
血衆分画製剤を作ることができるものをいうo

2 rそqI他の分画刷 とは,採血後6時間以上耳は8時碗以上経
過した後に凍結させた原料血梁又は凝固因子製剤用から血液凝固
第vn因子を取り出して生じるもの く脱ク.リオ分画用プラズマ1で

あって,血液凝固第vm因子以外の血衆分画製剤を作ることができ
るものをいうo

芦 血液製剤の安定供給の確保qJために望ましい在庫

平成1 3年3月に-遣伝子組換え型血液凝固第vII因子の出荷-時停止等

の間題が生じたことを嘩まえ-このような緊急事態に対応できるよう製造
販売業者等は-定量の在庫を保有することが望ましい.



別表第1平成20年度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び主

血液製剤の種類

アルブミン

換算規格 需要見込量

25% 50mL l瓶 3.396,900

1gl瓶 3,300
乾燥人フイブリノゲン

組織接着剤
cn了 1 0.772,400

1000単位1瓶 334,700
血液凝固第W因子

1000単位1瓶 38,300

延人数 1 6,300
インヒビター製剤

1瓶 1 15,500

10000単位1瓶 25,800

トロンビン

人免疫グロブリン
2.5g l瓶 1,511,800

1000単痘1瓶 27,100

1000倍1瓶 9,200

250単位1瓶 77,300

500単位1瓶 428,200

2500単位1瓶 200
人ハプトグロビン

2000単位1瓶 42,000

1瓶 500



製造一輸入員標量

血液梨剤の種類 換算規椿
国内血凍由来 輸入血菜由来 遺イ云子租換え

アルブミン

25%50mL l瓶 1,989,100 1,136,500

乾燥人フイプリノゲン

1gl瓶 2,4oo

組織接着剤
cm2 5.1 85.000 5.828,400 ,1 1,013.400

血液凝固第VB因子

1000単位1瓶 209,600 320.100

乾燥濃絹人血液凝固第1X因
子 1000単位1瓶 38,400 38,400

インヒビタ-製剤

延人数 3,500 1 5,200 1 8,700

ヒト血菜由来乾燥血7夜凝圃第
XEI因子 1瓶 1 30,200 1 30.200
トロンビン

10000単位1瓶 20,900 20,900

人免疫グロブリン

25g T瓶 1.545.000 84,600 1.629.600

抗HBs人免疲 ロブリン

1000単位1瓶 700 31.600 32,300

乾燥抗DくRhoJ人免疫グロブ
リン

1000倍1瓶 ,0 1 0.300 1 0,300

抗破傷風人免疲グロブリン

250単位1瓶 78.70亡I 78.700

乾燥濃錦人アンチトロンビンEI

46 6,400 466.400

乾燥濃縮人活性化プロテイン
C

250O卓牡1瓶

人ハ トグロビン

2000単位1瓶 47,000 47.000

幸E燥濃縮人cトインアクチヘ.-ター

1瓶 400 400

134,600

1 5,400

3.600

21,000

25,40O

454,600

1 0,800

3,700

39.500

9 6,400

500

1 4iOOO

500

く注I

l. r1 9年度末在庫量く見込IJ及ぴr供給可能皇Jの表は.参考である.

2.本表に記載する数量は.端数を四捨五入したものであるため.各欄の数値の合計は必ずしも計欄の数値と-致しない.

454,700

53,800

22,300

151,200

46.3CIO

2,084,200

43.100

1 4,000

1,1 8,200

562.800

500

61.000



-別表第3

平成20年度に原料血渠から製造されるべき血液製剤の種類及び量

血液製剤の種類 換算規格 製造目標量

アルブミン
25% 50mL l瓶 1 ,989,100

乾燥人フイブリノゲン
1gl瓶 2,400

粕織接着剤
cm2 5,185,000

血液i疑圃第VEE囲子

1000単位1瓶 1 10,500
乾燥濃縮人血液凝圃第DE因子

1000単位1瓶 38,400
インヒビター製剤

延人数 0

ヒト血渠由来乾燥血液凝固第X Er因子

1瓶

トロンビン

10000単位1瓶 20,900
人免疫グロブリン

2.5g l瓶 1 ,545,000
抗HBs人免疫グロブリン

1000単位1瓶 700

乾燥抗DくRhol人免疫グ口ブIJン
1000倍1瓶 0

抗破傷風人免疫グロブリン
250単位1瓶 0

乾燥濃縮人アンチトロンビンEI
500単位1瓶 466,400

乾燥濃縮人活性化プロテインC

人ハプトグロビン
2500単位1瓶 0

2000単位1瓶 47,000

乾燥濃縮人Cl-インアクチヘー-タi-

1瓶 0.



く参 考I

血菜分画製剤の分琴内訳表

種 類 内 訳

アルブミン 加熟人血費たん白

人血清アル7-ミン

遺伝子組換え型人血清アルデミン

乾燥人フイブリノゲン 乾燥人フイフ,りげン

組織接着剤 フイフ.リノケ.ン加第xDI因子

フイフ.リノケ.ン配合剤

血液凝圃第W因子く遺伝子組換え型含むI 乾燥濃縮人血液凝圃第VK因子

遺伝子組換え型血液凝固第VE因子

乾燥濃縮人血液凝固第IX因子く複合体含むI 革燥人血溝凝固第DE囲子複合休く国内製糾

乾燥濃縮人血液凝圃第IX囲子

インヒビタT製剤 乾燥人血液凝固第Dt因子複合体く輸入梨剤,

活性化プ口トロンビン複合体

乾嘩人血液凝固国子抗体迂回活性複合体

遺伝子組換え活性型血液凝同第Vn因子

ヒト血発由来乾燥血液凝固簾X l正因子 ヒト血衆由来乾燥血液凝圃第X皿因子

トロンビンく人由来I トロンビンく人由来I

人免疲グロブリン 人免疫ゲ口フ.リン

乾燥イオン交換樹脂処理人免疫ク.口デリン

乾燥スルホ化人免疫ゲロブリン

pH4処理酸性人免疫9.ロ7.リン

乾燥pH4処理人免疲ク.Elブリン

乾燥ヘ7シン処理人免疲ク. Elブリン

ホDリ工チレンゲリコ-ル処埋人免疫ゲ口7.リン

乾燥村ノエチレン9.リコ-ル処理人免疫ク.F3フ.ル

抗HBs人免疫グロブリン 抗HBs人免疫ク.E17-リン

乾燥抗HBs人免疫1E17.リン

ホ.リエチレンゲリコ-ル処理抗HBs人免疲ク.叩.リン

乾痩,ifljエチレンゲリコ-ル処理抗HBs人免疲9.E77.リン

乾燥抗DくRhol人免疫グElブリン 乾燥抗DくRhol人免疫ゲ口フ.リン

抗破傷風人免疲グロブリシ 抗破傷風人免疫ク一T17-リン

乾燥抗破傷風人免疫ク.Elデリン

ホoIJエチレン9.rJコ-ル処理抗破傷風人免疫ク.Dブリン

乾燥ホ.リエチレン1.IJコ-ル処理抗破傷風人免疫ゲロフ.リン

乾燥濃縮人アンチトロンビン皿 痘燥濃縮人7ンチト口ンビンEr

乾燥濃縮人活性化プロテインC 乾燥濃縮人活性化プロテインC

人ハプトグロビン 人ハブげロビン

乾燥濃縮人C卜インアクチヘ.1ター 乾燥濃縮J.cトインアクチヘ.-タ-

く注I安全な血液製剤の安走供給等の確保に関する法律施行規則に掲げる需給計画の対象となる血液製剤をその適応に
より分類したo s



平成2 0年度に配分される原料血奨の標準嘩格の考え方

く基本的考え方ン
日本赤十字社では輸血用血液の確保と原料血渠の確保が並行して行われているが.

人員をはじめ施設.装置等は兼用されている.このため.これらを明確に切り分ける
ことは困難であるが.採血関連嚢務の中で.原料血襲の確保のために必要と考えられ
る部分について費用を積算し.原料血菜の価格を計算する. E原価計算方式コ

塵蓋塵畳皇遺畳.但し,献血全般に共通する事項や他の献血者塵蓋塵畳皇遺畳.但し,献血全般に共通する事項や他の献血者
にも同埠に広く行われるサービスに係る経費を除くo

O皇虫選旦盈迦坐盤盛盆区虫土基.主として,赤中球製剤及び血小板畢剤を製造す
選量上三選皇o選量上三選皇o

但し.赤血球製剤の白血球除去の導入に伴い原料血渠の製造ヒ生じた費用は含む
もの.

1 凝固因子製剤用
くり 原料血兼の野分量

配分量は.確保目標量と同量のユ旦旦星比土牡上旦Lとする.

く2I価格の算定方法
原料血渠.1 00万リットルの確保から供給までと必要な経費を積み上げ,この

N
N

とするo

く31J算定の根拠

日本赤十字社が提出したデータを使用することとし.材料費等く材料費,人件
1費.経乱輸送保管鄭削の畳直上辿工蛙直近旦塞塵王亙亙王盛ユヱ生
度及び1 8年度の平均を使用する.

く4J採血方法別の原料血渠の配分量
するoするo

確保量の割合は,平成2 0年度献血堆進計画く案1に財り日本赤十字社が策走
した平成20.年度の事業計画く案1とした.

計算式.. B-三 くCn XDnJノAxl.05
くnは採血方法を示す.l

2 その他の分画用
血液凝固第w因子製剤が製造できない点を考慮して.凝固因子製剤用から所要額を割

り引くものとするため.前年度標準価格に凝固因子製剤用原料血渠の価格改.定率を乗じ新
価格とするoり0円未満切り上げナ

3 中問原料
前年度標準価碍に凝固因子製剤用原料血菜の価格改定率を乗じ新価格とする.く1 0.

円未満切り上げI



積算する費用 く凝固因子製剤用フ

経 費 採 血 種 別

全血く200及び400J 血小板成分 血 衆 成 分

材料費 ー部
くシげル八eツク代相当,製品表示ラヘ+ル代1

全額
く採血キッL薬晶費.

止血.消毒用消耗晶
検査用試薬,製品表示ラヘtlル等1

人件糞 原料血渠の凍結.一時保管費く製剤職員費I

医師く検診J看護師 く検診.採血
検査職員 く生化学等検査1
事務職員く受付.-応対J

経 費 く梨造ン機器等保守料.滅価償却費及び光熟水料く凍結.保管費I

白血球除去の導入に
伴い生じた経費-く減
価償却費.リ-ス料
%1

登錬者依頼経費.処遇費く記念品l
く採血ンニ装置借料l減価償却.

保守
く検査ンこ検体送料l光熟水料

機器保守.減価償却

管理供給
調査研究費

原料血渠輸送.貯留保管経費 ぐ管理セン91及び分画セン卜の運営費I

材料糞
.今血採血及ぴ血小板成分採血にフいては.原料血菜として分離後の凍結.-時保管に
儒lするもの等を積算するo血渠成分採血は全額を積算.

人件費
全ての採血種別で原料血渠の凍結に要する費用を積算するD
血兼成分採血では献血者に対応する医師.看護師及ぴ事務職員の人件費並ぴに血液

.検査の実施に係る人件費も積算するo

経圭
全血採dl及ぴ血小板成分採血については,原料血菜とし-C分離後の凍結tこ時保管に

関するものを積算する.血渠成分採血では,成分献血登録者に対する献血依頼経費.献血
者に対する処遇費.採血.検査.製造く凍結1に関する経費も含めて積算する占

全血採血において,白血球除去の導入に伴い,原料血菜の製造に生じた経筆く減価
償却費,リ-ス料等Iも積算する.

搬送IJ貯留保管費
管理供給.調査研究費のうち.原料血渠の搬送.貯留保管に要する経費を積算するo

IO



1.- 血当たりの経 負担額

区 分 全血200 全血400 血小頼成分 血嫌成分 負担する費用 負担の区分

材料糞

曹塵襖姶1蘭査頑莞-f
J -

へ
ー

225,08円l.

127.78 円

276.32円 274.64 円

109.25 円

223,62 円

7,588.09 円

2.413.63 円

5.919.41円

血液八.ツグ代く全血はシンゲルハ一げ代相当.血小板は全血
400と同額1 ,探血キツトく血焚成分採血のみ1

製品表示ラヘ.ル

薬晶糞く成分採血の保存液,生理食塩液など1
止血.消毒用消耗晶
検査試薬く血液型. NAT用など1

登録者-の献血依規経糞.献血者処遇糞く記念晶代1

く採血ン
採血溝置借料.減価債却糞く採血装置分1 .

採血装置保守料

く検査ン
検査検体送料
光熟水料等
検査触落保守料.減価性却粂

く製進ン
製遣機器等保守料.減価伏却費
光熟水料
く原料血簸の凍掛-時保管に関するもののみI-

白血球除去の年入に伴い生じた経章

血兼成分探血のみ

血凍成分採血のみ

血兼成分探血のみ
献血ルームの借料.減価債却
糞rま負捜しない

血兼成分採血のみ

輸血用血液製剤の製造に係
るものは負担しない.

全血採血のみ

医師く検診1

看護師く検診.採血ー採血前後の準備1
検査聡鼻く生化学検査.感染痘検査,
事務職貞く献血者の受付.探血後の応対1
製遭職負く凍緒.-時保管1 .

血策成分採血のみ

理部門経茸含むJ
lリ州レ当たり単価を1採血当たり単価に変換

の他の施設の管理部門経兼
は負担しない.

計 469.25 円 733.26 円 66乙9之 円 16.400.32 円

あたりの
0.1之-L見 0.23.く見 0,21 -Lえ pO.45.L足

3.910.42 円 3,188.09 円 3.156.76 円 36.445.16 R

2.原料血斐 の計 く凝固図子製剤用,

際料血塊確保見込量く9 41,089 1L兄 527.533 .比 155.502 1L乙 275.876 -L,-JL

確保糞用計OxGD 160.675,247 円 1.681.822.682 円 490,882.494 円 円

確保糞用総計魯 12,387,725,383 円

100万リットル

原料血媒標準価格魯ノ6,x lO5% 13.OO7 円ノリットル 13,010円

同粗血疑確保目棟皇., 1 00万リツトル

対前年度 ム10円



3.凝固因子製剤用以外の原料血渠標準価格

積算内訳

その他の分画製剤用p
現行価格 ,凝固因子製剤用血渠の価椅変動割合

11,870.円ノリツトル X 13,010 円 - 11.861 円JIリツトル
- 11.870 円

E+皿

1y-1

N-4
ty

現行価格
,

50,090 円ノkg

現行価格
15,060 円ノkg

現行価格.
15,760 円ノkg

13.020 円

凝固因子製剤用血渠の価椿変動割合
13,010 円 - 50.052 円Ikg -す 50,060 円
13,020 円

凝固因子製剤用血娠の価格変動割合
13,010 円 - 15.048 円Ikg -一 15,050.Fl

13,020 円

凝固由子製剤用血渠の価格変郵割合
131,O110 円

13.020.円

15,748 円J,kg
-ヰ 15,750 円



平成20年3月12日
日本赤十字社血液事業本部

目本赤+字社は,平成20年度の献血の推進に関する計画に-aillる目標量に則り,全血採血で約1 30万リット
ル,成分採血で約67万リットル.合計で約197万リットルの血液確保計画を作成し,当該年度に必要な100万
リツトルの原料血奨を確保することとしておりますo

1献血の推進に開する計画.く案1

採血方法 全血献血
成分献血

血小板 血渠 小計
合 計

血液量くU 1,302,716 306,685 362,602 669,287 1,972,003

r-IIIl1-11-IIll1---IIIIl1-1--I----III.---1--N--Iー-N-1-----1----1-III--1--I--11-I-I-1-1----1L1---.-1--1-1-1--1q-1

L白本赤十字社の事業計画について- 萱
蔓.董霊完警悪霊悪霊蓑誤雷憲聖幣警語モ溜宍誓聖T諾完慧憲至琶苧畠託ない血靴血奨馴

l

l

邑分献血で確保する計画としておりますo 蔓
し1--I----I--.111-I..-11--.--E-,.----1-----ー---1--I-..I--..--ー--L.--1-----ー------1--I--1--II-.1--..-------

二巳本赤十李社事業計画く寒l二における血液量

採血方法
全血献血 成分献血

200mL 400mL 小計 血小板 血焚 小計
合 計

血液量くU 89.232 1,213,484 l.302.716 306,685 362,602 669,287 1.972.003

輸血用血液量 41,628 579,469 621,097 1 47,686 69,514 217.200 838,297

原由血衆確痩皇 41.q89
.

527,535 568,622 1 55.502 275,876 431 ,378 1,000,000

検査落一減損等 6,515 1 06.482 112,997 3.497 17,212 20,709 133,706



3,259,200 933,700 3,281 ,600 4,215,300 3,396,900 81 8,400

2,400 1,700 2,400 4,100 3,300 800

1 0,723.300 2,6g7,1 00 1 1.013,400 1 3,710,500 1 0,772,400 2,938,100

343,000 134,600 320.100 454,700 334,700 1 20,000

37,100 1 5,400 38,400 53,800 38,300 1 5,500

1 3.700 3,600 1 8,700 22,300 1 6,300 6,000

117,200 21.000 1 30,200 151,200 1 15,500 35,700

34,800 25,400 20.900 46,300 25.800 20,500

2.5g l瓶 1 ,51 5,900 ヰ54,600 1 ,629,600 2.084,200 l.51l.800 572.400

1000単位1瓶 23,300 10,800 32,300 43,100 27,100 1 6.000

1000倍1瓶 8,600 3,700 10,300 14,000 9,200 4,800

i50単位1瓶 . 84,600 39,500 78,700 118,200 77,300 40,900

500単位1粧 438,100 96,400 466,400 562,800 428.200 1 34,600

乾燥濃縮人活 化 ロテインC

之500単位1-瓶 200 500 500 2do

20DO単位1瓶 44,000 1 4,000 47,000 61 ,000 42,000 1 9,000

幸乞燥濃縮人cトインアクチヘーーター



血渠分画製剤の自給率の推移
く年次こ供給量ベ-ス1

1 20.0%

1 00.0%

8O.0%

自

給 60.0%

率

一.t

LT7
40.0%

皇o.o%

0.0%

-く-アルブミン製剤

0免疲グ口ブリン製剤

--公-血液凝固第VE因子製剤く遺伝子
租換え製剤を含むl

一くン-血液凝画第VB因子製剤く遺伝子
組換え製剤を含まないl

H4. 3月

日赤の献血由来第VEEEr子

製剤の製遣.供稔開姶

S61.6月

アルブミン製剤等の
適正使用基準

l l

注1こ遺伝子組換え製剤含む

注2こ遣伝子組換え製剤含まず

H5. 9月

辻伝子組換え第VB囲子
製剤の発売開始
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第VH因子

100%

く注21

ダロデリン

95%

アルブミン

63%

第VH因子
33%

く注11



主な血渠分画製剤の自給率の推移く年度.供給量ベ-スl

100%

80%

60%

40%

20兎

. 0%
tへ

か
H12年

度
H13年

度
H14年

度
H15年

度
H16年

度
H17年

度
H18年

度

H19年

度く見
込l

H20年

度く見
込l

ー乾燥濃緬人アンチトロンビンIEI 60.9% 67.0% 74.5% 84.5% 88.0% 94.9% 96.3% 96.6% 98.6DIo

--モト人免疫ゲ口ブリン 67.1% 82.1% 83.8% 86.9% 87.5% 88.6%

-企-組織接着剤 36.2% 39.2%

一米一血液凝固第Vn因子く遺伝子組換
.え製剤を含むJ

34.4% 56.7%

41,1% 41.5% 40i7% 45.3%

9l.2%

49.6%

95.8%

48.8%

94.5%

48.3%

50.2% 44.1% 39.9% 39,.3%

-t-アルブミンく遺伝子組換え製剤を含
まないl

30.1% 33.6% 3.8.1 % 47.5% 50.2%

35.6% 32.5% 31.5%

53.了% 56.8% 63.4% 64.0%

-い二抗HBs人免疫ゲロブリン 3.6% 2.8% 3.4% 3.2% 2.了% 2.6% 2.2% 2.9% 1.8%

自給率100%のもの

乾燥人フイ7.-Jノケ.ン,血液凝固第vn因子く血液由来に限る, ,乾燥濃縮人血液凝EEl第BE因子く複合体含むLトロンビン,乾燥濃縮人活性化プ口テイJ.C,人ハプトグ口ビン
白給率0%のもの
インヒt.タ-製剤,乾燥濃縮血液凝固第xIE因子.乾燥抗DくRh.1人免癌ゲ口7,.Jh杭破傷風人免疫1.口7.リン.乾燥濃縮人CI-インアクチヘ.1タ-



原料血渠確保実績く平成17年4月-平成19年12月l

1 00,000

90,000

一..t

勺 80,800

70,000

60,000

50,000

リツトル

95.563

90.41 4

墨1丘竣 81.566

iif.-.〆

79,664

78.160

lr 並遜迫

遊且担

84.B63 距丘塑
1---一亡ー叫

81 ,384ノ84,843

B9L6R
二80.599

84.476

A

-1むrー--

79,516

78.213し

姐 72.512 72,091

Y

旦旦道旦旦

68.109

84.891

74,186

ー平成17年度

ー平成18年度

--平成19年度

平成1 7年度確保実績こ 945.209Lく達成率105.0%l

平成1 8年度確保実績こ 928,823Lく達成率99,9%J

平成1 9年度く4月-12月I確保美績
こ704,389Lく達成率72,6%1

59,618

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月- 11月 12月 1月 2月 3月



原料血渠価格く日米lの推移

tt.

Cb

6

4

2

0

8

6

4

2

000円

000

000

000

000

000

000

000

0

14.108 13.956

13,170

11, 19

13.150 13.160

1 2.673
1 3.020

11.000 .2

u86 1l,675

9.574

10,285 10,137 10,025

8,176

7.340

米国の原料血渠価格くドルJ
79 80 80 78 88 85 88 89 93 97 112.5 110 108 115 120

為替レ-トく円ノドルI
126.7 111.2 102.2 94.1 108,8 121.O 130.9 113.9 107,8 12l.5 125.4 115.9 108,1 110.2 116.3

H4 H5 H6. H7 H8 H9 H.10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

ー原料血渠く日本l -原料血凍くアメリ力1

米国における原料血焚価格はThe Prasma FraGtjons Market in the United States 2006Ekり

くThe Mark8thg Research BurBau tnCl

為替レ-トはIMF World Eーconornic Outlookの1 997年1 0月版及び2007年1 2月版の指楳を使用o



アルブミン製剤の供給量く遺伝子組換え型含むlと自給率
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亡ニ二コ国内血焚由来

1r-自給率く遺伝子
組換え製剤を含
まないl



免疫グロブリン製剤の供給量と自給率
E空コ

入ノ

0

4.000

3,500

3.000

2,500

2.OqO

l.500

1.000

500

0

3.630 3.572

442

1619

2.982

2.365

67.1%

3.125

2.937

426

2.984
3,097

87.5%
88.6%

3.210

〆〆.pfr〆〆〆〆.eQ4+bQ.edbQ

1 00.0%

90,0%

80.0%

70.0%

60.0%

50.0%

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0.0%

Eコ輸入血渠由来
亡コ国内血兼由来
+自給率



血液凝固第Vm因子製剤の供給量く遺伝子組換え型含むう
と国内血渠由来製剤の割合圏
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